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２月定例教育委員会会議録 

 

１ 開催日時 平成23年２月18日（水）14時～15時1分 

２ 開催場所 武雄市役所 ３階会議室 

３ 出席者名 教育委員：諸石委員長、古場委員長職務代理者、猪村委員、楢﨑委員、浦郷教育長 

事務局：浦郷教育部長、馬渡こども部長、山下教育総務課長、八田学校教育課長、 

森文化・学習課長、田代未来課長、橋口図書館・歴史資料館図書係長、 

綿島学校教育課参事、馬場施設係長、村山総務係長 

４ 傍聴者数 なし 

５ 報道関係者 なし 

６ 議事録署名人の指名  

７ 前回会議録の承認   

８ 教育長の報告 

９ 議事 

  第26号議案 平成22年度学校施設整備計画について  

  第27号議案 武雄市奨学資金貸与条例施行規則の一部を改正する規則について 

協議事項  平成23年3月武雄市議会提出｢教育に関する報告｣について 

   

10 そ の 他  ア．各課等からの報告 

イ．次回開催日程について  

ウ．その他 

11 会 議 録 

 

午後２時 開会 

○委員長 

 定刻となりましたので、ただいまから２月の定例教育委員会を始めたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 では、早速入りたいと思いますが、議事録署名人の指名です。今度は古場委員さんだと思いますが、

よろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）では、よろしくお願いいたします。 

 次、前回の会議録の承認です。よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、承認いただいたものといたします。 

 では、４番目の教育長の報告に移りたいと思います。浦郷教育長お願いいたします。 

○教育長 

 では、失礼します。前回以降の報告をいたします。 

 全体的には学校教育のほうは安定した経営ができているというふうに見ております。児童生徒、教職

員ともに大きな事故等もなくて、問題行動もそう目立ってはおりません。ないわけではございませんけ

れども、目立ってないというところです。 

 ある中学生がうどん屋さんで集まって、おばあさんがトイレに行けなかったり、注意された人に余り

態度がよくなかったりしてという通報が二、三日前あったところでありますけれども、通報いただいた

方は、生徒のそういう行動よりも、指導に来られた先生方がちょっと優し過ぎるんじゃないかというよ

うなところに立腹しておられまして、きょう校長会も臨時でしておりますが、その中でも指導いたして

おります。そういう例が目立ったところです。 

 それから、情報化に関する事業が着々と進んでいるというところです。 
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 それから、２ページの報告の中にもありますけれども、年間を集約する事業とか、あるいは子どもた

ちの活動を集約するトムソーヤ・フェスティバルみたいな事業、そういうことが目立った事業としてあ

ったように思います。 

 また、古場委員さん御苦労いただきましたように、雄武町の交流も立派な成果を上げて武雄に帰って

きていただきました。 

 ３日の市長ヒアリングというのは、すみませんが、消していただきたいと思います。４日に延びたと

ころでございます。 

 表には出しておりませんけれども、２月中旪あたりからかなり人事関係の仕事が入ってきているとい

う状況でございます。 

 なお、きょうから県内一周駅伝がスタートしておりまして、現在、総合８位というところで頑張って

走っておられるようでございます。 

 それから、人事異動の中で特徴的なことを言いますと、今年度が中学校49学級、来年度の予定が今の

ところ青陵中に行くという人を除いて大体48学級、１学級減ぐらいかなというように思っております。

小学校は今のところでいくと124学級ということで、昨年と同じ数になっております。 

 特徴的に、今年度から情緒障がい児の特別支援学級と知的障がいのある子どもの支援学級を分けてい

くということですね。これまでは例えば、５人おって、１人その中に情緒障がいの子どもさんがおられ

ても同じ学級だったわけですが、人数だけでいっていたんですが、その障がいに応じた対応をするとい

うことで情緒障がいと知的障がいの子どもたちを分けた学級をつくるということで、今の時点で小学校

１、中学校２という学級の増があっております。 

 あとまた各課からの報告があった後に加えるかもわかりませんけれども、以上で報告としては終わら

せていただきます。 

○委員長 

 ありがとうございました。何か質問あったらどうぞ。 

 この情緒障がいと知的障がいを、障がいに応じてというのは、これは県からの、県の事業としてのあ

れですか。それとも市独自で。 

○浦郷教育長 

 いや、それは県の事業です。 

○委員長 

 ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、次に５番、議事に進みます。(1)提出議案をお願いいたします。教育総務課長お

願いします。 

○教育総務課長 

 それでは、本日、議案が２件と協議事項が１件ございます。 

 それでは、資料の３ページのほうをお願いいたします。 

 第26号議案 平成22年度学校施設整備計画について。 

 これは、教育長に対する事務委任規則第２条第１項第13号の規定によりまして、１件3,000万円以上

の工事を計画する場合については、教育委員会の議決が必要でありますので、提案するものでございま

す。 

 議案の内容でございますが、会議資料の４ページと、お手元のほうに計画平面図を配付いたしておる

かと思います。それによって説明をしたいと思います。 

 提案しております学校施設整備計画でございますけれども、平成23年度施工予定の山内中学校の特別

教室棟大規模改造第１期工事でございまして、総事業費が１億2,680万9,000円ということでございます。 

 工事内容につきましては、担当の係長のほうから御説明をいたします。 

○教育総務課施設係長 
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 そしたら、資料に基づいて説明していきたいと思っております。 

 事業概要ということで掲げておりますけど、本校は現在、昭和34年、35年に建設された鉄筋コンクリ

ート造（管理・教室棟）、あと昭和53年に建設された鉄筋コンクリート造（特別教室棟）、平成７年に

建設された体育館を主に使用しており、最も古い校舎は建築後51年を経過し老朽化が進んでいる。 

 平成17年度に実施した耐震診断で構造耐震指標（Ｉｓ値）が、昭和35年に建設された管理・教室棟は

0.33、昭和53年に建設された特別教室棟は0.53であることが判明した。 

 これは大規模地震（震度６弱以上）が発生した場合、倒壊の危険があることから、武雄市小中学校施

設耐震化計画に沿って耐震補強工事を行うという事業概要で行っております。 

 本年度の事業計画について。本年度は、22年度から24年度の継続事業として行うと。鉄筋２階建校舎

（特別教室棟）の耐震補強・大規模改造工事に着手をするということで予定しております。 

 事業費につきましては、先ほど山下課長のほうからありましたように、今年度の事業費としては１億

2,680万9,000円という事業費を予定しております。 

 歳入としましては、安全・安心な学校づくり交付金を1,400万円、合併特例債を１億720万円という形

で考えております。一般財源を560万9,000円を充てるようにしております。 

 一応参考としまして計画の平面図等をお渡しておるかと思いますけど、まず１枚目のほうが既存の配

置図という形で表示しております。斜線の特別教室棟、図面の左手のほうです。そちらのほうを今回、

工事着手を予定しているところでございます。 

 その後、２枚目のほうを御参照ください。 

 一応本年度から、先ほど申しましたように24年度までにかけまして特別教室棟を大規模改造、耐震補

強工事を行うようにし、その後、管理・教室棟の改築という形で今のところ計画として持たせてもらっ

ております。 

 以上です。 

○教育総務課長 

 ちょっと補足をいいですか。来年度、22年、23年度分に行う工事といたしましては第１期、第２期と

いう形で分けておりまして、第１期の分については外部、外壁の改修、窓枠とか建具、バルコニーの増

設、電気設備と機械設備、給排水、消火設備等の整備。第２期については内部の改修で、間仕切りを変

えたりとか、特別教室との配置を変えたりというようなことになります。２期については、２億5,000

万円という形で計画はいたしております。工事につきましては、夏休みの期間中を利用して施工してい

きたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○委員長 

 ありがとうございました。 

 委員さん方、何か御質疑ございませんか。Ａ委員さんどうぞ。 

○Ａ委員 

 特別教室棟が継続事業で24年度までということですが、管理棟とか教室棟はその後ということで、こ

れが何年から何年までかということと、あと１点は、合併特例債が何年まであるかということと、管理

棟、教室棟を改築されるときに合併特例債の対象になるかどがんかということですが。 

○諸石委員長 

 教育総務課長お願いします。 

○教育総務課長 

 今、管理・教室棟、配置図でいけば、右側の建物ですね。真ん中にメッシュをかけた分ですけれども、

これは25年に実施設計をいたしまして、26、27で施工という形になります。約10億円ほどの工事費とい

う形になりますけれども、合併特例債については27年までで、対象になるということで財源のほうを考

えております。 

○Ａ委員 
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 すみません、あと１点、あと耐震改修で残っている学校はあるんですかね。 

○教育総務課長 

 平成22年度末の見込みで、一応耐震化率が小学校で82％、中学校で57.1％ということで、全体で74.

6％の進捗という形になっています。今進めております工事につきましては、武雄小学校の教室棟のほ

うが24、25ということで、あと体育館が26という、あくまでもこれは計画ですけれども、あと武雄中学

校ですね。今現在着工しておりますけれども、その分の今度は管理棟大規模改造工事ですけれども、そ

れも24、25と。あと体育館、武道場を27、最終年度という形で計画はされています。 

○委員長 

 ありがとうございました。ほかに委員さん方ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 議決を求めますが、よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、可決いたしました。 

 では、次に、第27号議案をお願いいたします。 

○教育総務課長 

 それでは、５ページのほうをお願いいたします。 

 第27号議案 武雄市奨学資金貸与条例施行規則の一部を改正する規則について。規則等の改正を行う

場合については、教育長に対する事務委任規則第２条第１項第17号の規定によりまして教育委員会の議

決が必要でありますので、提案するものでございます。 

 今回の提案する理由といたしましては、高等学校等の生徒に対する奨学資金の貸与時期、年３回貸し

付けていたものを、大学生と同様に年１回に変更したいということで規則の改正が必要でございますの

で、提案するものでございます。 

 提案の内容につきましては、改正の内容につきまして担当の係長のほうから説明をいたします。よろ

しくお願いします。 

○委員長 

 はい、どうぞ。 

○教育総務課総務係長 

 改正の内容について御説明いたします。 

 ６ページの新旧対照表をごらんください。先ほど課長も申し上げましたけれども、現在、第２条の規

定により奨学資金は大学生へは５月に１回で、高等学校等の生徒へは５月、９月、１月の３回に分けて

振り込んでいますが、これを高等学校等の生徒へも大学生と同じく５月に年額を振り込むこととしたい

ということです。 

 理由は、まず公立高等学校授業料無償化及び高等学校等就学支援金制度の創設により、高等学校の毎

月の授業料というのが不要になったために、出費の多い年度初めに一括して振り込むことがよりよい支

援と思われますし、現に入学時期に借りられる資金はないですかとのお尋ねも多いこと、また事務の簡

素化にもつながるためです。 

 第５条と第10条は条文の整備でございまして、第２条の（以下「高等学校等」という。）という文言

がなくなったために、第５条に書き加えるものです。第10条第１項は休学届に関する事項なので、ただ

し書きの部分を削除するものです。 

 ７ページ以降に載せておりますように、様式の変更につきましては、事務の手順に合わせてアンダー

ラインの部分の文言を削るということです。 

 以上の改め分が５ページに記載しているような形になり、施行日は、平成23年４月１日です。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。 
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 改正の理由を述べていただきましたけれども、そういう理由でこのように改正をしたいということで

す。 

 どうぞ何か御質問ありましたら。Ａ委員さんどうぞ。 

○Ａ委員 

 平成23年度の予算で計上される予定の新規の募集人員は何人ぐらいですか。 

○教育総務課総務係長 

 基金を運用しておりまして、予算という形では立てておりませんが、若干名ということで募集をした

いと思っています。 

○Ａ委員 

 はい、わかりました。 

○教育総務課長 

 現在の基金については現金で約4,000万円、あと未収金の分で2,800万円ほどございまして、基金の合

計としては6,750万円程度ございます。 

○委員長 

 ほかに。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、第27号議案の議決を求めます。よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、可決いたしました。よろしくお願いいたします。 

 (2)番の協議事項でございます。提案をお願いいたします。教育総務課長どうぞ。 

○教育総務課長 

 それでは、11ページ、12ページをお願いいたします。 

 説明前ですけれども、訂正のほうをよろしくお願いします。12ページの上から３行目です。「今月●

日と●日には」というところで、その１、２、３、「講演会を開催する予定です。」という文言ですけ

れども、開催予定日がまだはっきり決まっておりません。はっきり決まったら掲載してもよろしいんで

すけれども、今の段階でちょっと報告できませんので、その分は一応削除という形で考えたいと思いま

す。 

 それでは、武雄市議会平成23年３月定例会の冒頭で教育長が報告をいたします、教育に関する報告に

つきまして、読み上げて提案をいたします。 

【協議事項】 

平成23年３月議会 教育に関する報告（案） 

 教育に関する報告を申し上げます。 

 はじめに、学校教育について申し上げます。 

 今年度新規事業として「特色ある学校づくり推進事業」に取り組みました。 

 １月８日には、その一つである武雄北中学校で、生徒教職員全員で作った「夢」看板が校舎に掲げら

れ、完成セレモニーが行われました。その他、山内西小学校では、なわとびの技術向上のためにジャン

ピングボードを自作したり、西川登小学校では、児童の誕生日に一冊の本をプレゼントし、家庭でも読

書に取り組んでもらうなど、特色ある学校づくりが行われました。 

 12月21日、山内東小学校ではｉＰａｄを活用した公開授業を行いました。また、昨年度整備したホワ

イトボード型の電子黒板とその周辺機器等を、さらに、学校規模に合わせて１台から４台整備する予定

です。授業の工夫改善に役立ててもらうよう期待をしているところです。 

 現在、各学校におきましては、新学習指導要領完全実施となる次年度に向けて、準備を進めています。 

 学校施設の整備につきましては、武雄中学校教室棟の建築工事に着手しました。また、山内中学校に

つきましても工事の着工に向けて準備を進めているところです。 

 続きまして、生涯学習について申し上げます。 
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 １月３日の成人式は、文化会館に新成人559名が集い、実行委員の運営により盛大に挙行することが

できました。２月19日と20日には、文化会館で活動している文化サークルの発表の場として「文化サー

クルフェスタ」を開催しました。 

 青尐年教育につきましては、わんぱくスクールのスキー研修、北海道雄武町での児童交流を通し、子

どもたちは、厳しい寒さを体験しながら交流を深め、たくましさを増してきました。「トムソーヤフェ

スティバル」では、日ごろの活動を元気に発表してくれました。 

 生涯スポーツの振興につきましては、12月に「第６回武雄市各町大会駅伝大会」を開催、２月13日に

は「第３回武雄市長杯ファミリー・フットサル交流会」を開催したところ、29チーム、387人が参加し、

フットサルを楽しみながら交流を深めることができました。 

 ２月12日から開催された「第66回国民体育大会冬季大会 あきた鹿角国体」のスキー競技に武雄市在

住の知北大典選手が出場されました。 

 「第51回郡市対抗県内一周駅伝大会」では、選手一丸となって健闘され、総合で第●位の成績を修め

られました。 

 次に、文化振興事業では、武雄市内の中学校吹奏楽部員で構成する武雄市民ジュニアウインドオーケ

ストラの発表会を文化会館大ホールで開催しました。 

 文化財関係では、武雄が生んだ偉人、山口尚芳氏の功績をたたえ範蔵まつりが花島公民館で区民や関

係者を交えて厳かに行われました。１月26日には第57回全国文化財防火デーにちなみ、武雄温泉楼門周

辺で火災防御訓練が実施され、市民や園児が寒い中、熱心に見守りました。 

 ２月１日に、おつぼ山神籠石の保存管理計画策定委員会を開き、最終原案を確定しました。パブリッ

クコメントを受けて計画書を作成したいと考えています。 

 以上、教育に関する報告をいたしました。なお、主な行事につきましては、別紙一覧表にお示しした

とおりであります。 

 今後とも、更なるご指導、ご鞭撻をお願い申し上げまして、教育に関する報告とさせていただきます。 

 13ページのほうに行事の報告一覧表を掲載しております。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○諸石委員長 

 ありがとうございました。報告について委員さん方から目を通していただいて、何かございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、承認をいただきました。これで報告をお願いいたします。 

 では、その他に移りまして、各課からの報告です。 

 教育総務課お願いいたします。 

○教育総務課長 

 教育総務課です。１月定例教育委員会以降の行事について報告をいたします。 

 行事報告の28日でございますが、第３回の証人尋問が佐賀地裁のほうで行われております。 

 それと、２月13日ですけれども、北方文化ホールのほうで藤原和博氏の教育の講演会が開催をされて

おります。 

 あと、２番目の行事予定でございますが、２月25日、３月25日、第４回、第５回の証人尋問でござい

ます。これは佐賀地裁のほうで開催されます。これについては傍聴することも可能でございますので、

時間があられるようであればお願いをいたしたいと思います。 

 それと、３月31日ですけれども、辞令交付式ということになっております。 

 以上でございます。 

○諸石委員長 

 では、学校教育課どうぞ。 
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○学校教育課長 

 学校教育課の分を報告いたします。 

 まず、行事報告でございます。１月31日、学校給食安全会議が県庁において行われました。これは、

県内の給食センターでの異物混入という事案がございまして、それを受けて緊急に行われたものです。

これを受けまして、武雄市でも３月上旪までに各学校の給食室を訪問する予定にしております。 

 ２月１日、市の校長・園長会を実施しております。 

 ２月８日、市教研企画会並びに学力向上委員会を実施いたしております。市教研の本年度のまとめと

学力向上に向けての各小中学校が全市的な小中学校での取り組みについて確認を行っております。 

 ２月14日、教務主任会を実施しております。 

 主なものは以上です。 

 次に、行事予定について申し上げます。 

 ２月22日、第３回の市教頭会を予定しております。同じく28日、本年の最後になりますが、市の校長

会・園長会を実施予定をしております。 

 ３月11日、武雄市立の中学校の卒業式、17日が北方幼稚園の卒園式、18日が小学校の卒業式、24日が

市内小中学校の修了式を予定しております。 

 なお、予定の中には上げておりませんが、本日17時から臨時の校長会を実施する予定でございます。 

 次に、人事関係について申し上げます。 

 ２名の病休があります。このうち１名は２月17日、昨日からですが、仕事に戻っております。 

 寄附採納につきましては、山内町内の３校に対しましていただいております。 

 最後に、報告ではございませんけれども、１点だけお願いを申し上げます。 

 北方幼稚園と市内の小中学校の卒園・卒業式並びに入学式への出席とごあいさつ、これにつきまして

別紙を準備しておりますが、このように計画を立てております。教育委員会からは祝辞ではなく、あい

さつをしていただくことになります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 なお、ごあいさつの内容につきまして、例えば、卒業生、入学生の人数だとか、あるいは卒業に係り

ましては卒業生の活躍だとか、そういったことを該当校の教頭先生にお尋ねいただければというふうに

思います。各学校にはその旨をきょうの臨時校長会の中でお願いをしておきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

 大変御多用な折とは思いますが、お願いいたします。 

 以上で学校教育課の報告を終わります。 

○委員長 

 ありがとうございました。 

 では、文化・学習課どうぞお願いいたします。 

○文化・学習課長 

 生涯学習のほうからです。行事報告は書いてあるとおりでございます。 

 行事予定といたしまして、あしたとあさって２日間にわたりまして、お手元に資料、チラシ等をお配

りしておりますけれども、文化サークルフェスタを開催いたします。 

 23日が中央公民館の運営審議会を予定しております。 

 あとは３月19日ですけれども、北方町の文化連盟の映画上映会も予定されております。 

 続きまして、18ページのスポーツ係ですけれども、２月13日、先ほど報告がありましたように第３回

の武雄市長杯のファミリー・フットサル交流会を行っております。 

 行事予定といたしましては、きょうから３日間、第51回の郡市対抗県内一周駅伝大会と３月６日が第

53回の県の体育指導員研究大会が福富町で予定されております。また、日程がちょっと未定でございま

すけれども、中旪に関西大学の交流事業を予定しております。 

 次に、19ページの文化芸術ですけれども、行事予定といたしまして２月23日、文化会館の運営審議会

を予定しております。 
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 ３月23日が「とんでもない女」の上映ということになります。 

 次の20ページでございますけれども、文化財係です。 

 ２月１日、おつぼ山神籠石保存管理計画の策定委員会、第６回目を行っております。 

 ２月17日、昨日ですけれども、文化財保護審議会を開催いたしまして、前回の教育委員会で文化財の

指定等について協議いただきました分について、指定ということでの答申をいただいております。 

 行事予定ですけれども、３月26日、ファミリーふれあい史跡めぐりを予定しております。 

 以上です。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 では、図書館・歴史資料館お願いいたします。 

○図書係長 

 それでは、図書館・歴史資料館から御報告申し上げます。 

 まず、行事の報告からですけれども、１月29日土曜日、これ佐賀県の取り組みですけれども、西部地

区のお話を楽しむ会が当武雄で開催されております。 

 ２月５日土曜日、釜山女子大学から来館されて交流会を行っております。 

 それから、「ようこそ！名作の世界へ～とっておきの本との出会い～」ということで、12月23日から

図書館企画展ということで行っておりましたけれども、２月13日で終了をしております。 

 それと２月14日が嘱託職員採用試験を行っております。 

 次に、行事の予定ですけれども、２月19日土曜日、あしたから伊万里・有田焼伝統工芸師武雄会の作

品展、これを３月６日までの予定で開催します。 

 その後、３月８日から企画展示室の工事ですけれども、現在、防火壁のちょっと工事をする必要があ

りまして、それを３月８日からする予定でおります。それで、一部壁コーナーが使用できない日にちが

出てくるかと思いますけれども、その辺よろしく御了承願いたいと思います。 

 以上です。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 未来課お願いいたします。 

○未来課長 

 行事報告のほうでございますが、主なものだけ申し上げたいと思います。 

 １月30日の日曜日でございます。トムソーヤフェスティバルを開催いたしました。約600名の来場を

いただいております。ありがとうございました。 

 それから、２月６日でございますが、雄武町への児童交流派遣事業ということで、10日まで雄武町の

ほうに、古場教育委員さんについては、すみません、急遽ではございましたが、団長をお願いいたしま

して、御無理申し上げましたけど、ありがとうございました。お礼申し上げます。 

 それから出発式、それから帰着式、朝早くから夜までということで、教育委員さんのほうも来賓とい

う形で出席いただきましたので、お礼申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

 それから、同じく２月６日ですけど、わんぱくスクールの12回目ということで閉校式を行っておりま

す。５月16日に第１回開校式ということ、それから始めまして、12回回を重ねまして、31名の卒業をめ

でたく迎えたということで報告を申し上げておきたいと思います。 

 それから、２月９日ですけど、支援センターの事業ですけど、育児教室の８回目ということで、文化

会館のほうで行いましたけど、これも７月から始めまして８回シリーズで、この回をもちまして22年度

の行事終了ということで、15組の親御さんに参加をいただきまして、これも閉校式ということで卒業証

書を授与いたしました。 

 それから、予定でございますが、年度末を迎えましてずっと閉校という形になりますが、２月26日土

曜日にオアシスＣｌｕｂということで支援センターと書いておりますが、これがちょうど６回目でござ
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います。９月から始めまして６回シリーズということで、この回をもちまして22年度事業終了というこ

とになります。７月から相談員さんをセンターのほうに来ていただくようになりましたので、その相談

員さんが小中学校の保護者さんを対象に講座を開くということで始めた新しい企画でございましたが、

たくさん参加をいただきまして、ありがとうございました。 

 それから、27日ですが、雄武町の児童交流派遣事業の事後研修をして解団式ということで、これで雄

武への事業は終了ということになるかと思います。 

 それから、23ページですが、３月２日の子育てサポーター養成講座７回目というのを書いていますが、

これも１月から始めまして、７回シリーズで、この回をもちまして養成講座が終了ということで、約30

名の方にサポーター養成講座の参加をいただいております。 

 それから、３月12日です。土曜日ですけど、発明クラブの19回目、これも５月に開校しまして、小学

生16名、今年度参加いただいていますが、19回を通して工作等いろいろやってもらいました。閉校式を

予定しております。 

 それから最後、25日の金曜日ですけど、28日までに３泊４日になりますが、春のジュニアリーダー研

修会を予定しております。場所は波戸岬のほうに定員40名ということで、今募集をかけております。 

 以上、予定でございます。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。 

 今まとめて各課に何か御質問等ございませんか。Ａ委員さんどうぞ。 

○委員 

 15ページの教育総務課の中の行事予定に３月31日辞令交付式、これは退職辞令かと思いますが、教育

委員の立会というのも出るのでしょうか。（発言する者あり）また後でも結構ですので、何かまたあり

ましたら、ぜひお知らせしてもらいたいと思います。 

○委員長 

 後でまたお知らせをください。 

 ほかにございませんか。Ｃ委員さんどうぞ。 

○Ｃ委員 

 23ページの未来課のほうですけれども、発明クラブが時々出てまいりますが、これの内容等を私も余

り存じておりませんので申しわけありませんけれども、どこが担当して、どんな内容で、どこで開催を

されているのかということを尐し説明していただければということで思いますが。 

○委員長 

 未来課長、どうぞ。 

○未来課長 

 正式には、武雄市尐年尐女発明クラブというのが正式名称でございます。場所は、文化会館の工作実

習室を使ってやっております。年度初めに小学校の４年生から６年生を対象に募集をかけまして、年間

通してことしつくったのがラジオとか、あと動くおもちゃじゃなかったですね、そういうのをつくって

いるわけですけど、講師の先生は３名いらっしゃいます。高校の技術家庭の先生の経験者の方を３名お

願いして、土曜日にということで開催をしているというような事業です。担当は未来課の青尐年係のほ

うで行っております。今年度は16名、さっき言いましたように通して参加をいただきました。いただき

ますですね、まだ予定ですので。それくらいでよかですかね。 

○Ｃ委員 

 ありがとうございます。 

○こども部長 

 若干補足しますと、国のほうで発明協会というのがありまして、そちらのほうのお金を幾らかいただ

いて行っている事業でございます。 

○未来課長 
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 もう１つ補足をすれば、佐賀県内に佐賀市と武雄市の２つだけだと思います、尐年尐女発明クラブを

持っているのは。今、部長が言いましたように、国のほうから材料費と、それから講師の先生の謝礼と

いう形でそちらのほうから補助という形でいただきまして運営をしているという事業です。 

○Ｃ委員 

 これ何年ぐらい今たつんですか。（発言する者あり）ありがとうございました。 

○委員長 

 ほかにございませんか。 

 １月30日のトムソーヤフェスティバルも本当に各町地域の方、また学校、また公民館、それぞれがい

ろいろとかかわっていただいて子どもたちのすばらしい発表ができたと思います。本当にこういう活動

ができてよかったね、また、こういう発表の場を設けてよかったねというような感想でございます。そ

こに来られた一般の方とかなんとかも、やっぱりひいき目じゃありませんけれども、ほんに子どもたち

がんしよっとばだれにでも見せたかね、どがんじゃいして見せられんかねというような意見も出ており

ました。来年度もぜひ一般の方々に市民の方々に呼びかけて、尐しでも多く子どもたちの活躍の場を見

ていただければと思います。 

 中には、時々私は言いますけれども、地域や市民の方々に研究したもの、自分たちが活動したものを

御披露する場所、活躍する場所をあえて意図的に計画するのもどうかなと思ったりもいたしました。 

 それと、これは強制するわけにもいきませんけれども、ああいう発表の場で発表するというのもすば

らしい体験だし、何も原稿を見ないで一生懸命言っているというのは意外とやっぱり人に通じるな、伝

わるなという感じもいたしまして、そういうところも何かできれば。原稿読んでいると、なかなかやっ

ぱり通じる力も弱いなと思ったりもいたしまして、あそこのとはようわかったばいというような御意見

もぱらぱらとありましたので、そこまで強制するわけにもいけませんけれども、何か励ましの意味での

指導でもしていただければなと思いました。 

 ほかにございませんか。楢﨑委員さんどうぞ。 

○Ｂ委員 

 トムソーヤフェスティバルのことで、せっかくですので私も一言申し上げたいと思います。 

 実際に子どもたちを指導していく中で、ふだんの活動をあのような形で発表できて子どもたちとても

緊張したんですが、物すごくいい経験をしたなと思いました。前もっての準備等大変で私もちょっと頑

張りましたし、子どもたちも何回となく集まって練習を重ねて、そして、よし発表するぞという意気込

みでやれて、そして、終わってよかったねと、近所のおじちゃん、おばちゃんたちも見に来てくださっ

ていて、「あんたたちよかったばいっ」と、「うまいやったよ」と言ってもらえて大変喜んでおりまし

た。ふだん小さな区ですので、随分と近所のおじちゃん、おばちゃんたちとたくさん触れ合う時間があ

るだろうと思われがちですが、なかなか今、子どもたちも忙しい、大人も大変だということで難しい中

ではありましたけれども、一つ一つの活動の中で子どもたちが大きくなっていく姿をトムソーヤのおじ

さん、おばさんたちが見ていてくれるということで大変いい事業だと思っておりますので、ぜひこれか

らも長く続けていってほしいなと思います。 

 以上です。 

○委員長 

 ありがとうございました。 

 ほかにございませんか。報告について何かございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、次に行きたいと思います。 

 次回の開催日ですが、３月24日２時から４階会議室で、Ａ委員さんよろしいでしょうか。 

○委員 

 はい。 

○委員長 
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 そして、４月は22日金曜日、午後２時からの予定に一応しておきたいと思います。 

 Ａ委員さんどうぞ。 

○Ａ委員 

 ３月８日から10日ぐらいの間に１日何か臨時教育委員会も開かれるのでしょうか。 

○委員長 

 どうしましょうか、それは。どっちから返答いただけましょうか。教育長さんから。 

○教育長 

 まだ、そこのスケジュール来ておりませんので、ちょっとわかりませんけど、場合によっては議会も

入ってくると思いますので、時間外になるかも、５時以降になるかもわかりません。 

○委員長 

 日にちとしてはその付近でということですね。で、よろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 では、開催日についてはよろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 その他で、ほかに何かございませんでしょうか。 

 けさの新聞には、武雄北中に何か善行児童生徒表彰ですかね、何か載っていた。あれは何か人助けを

してという。 

○教育長 

 上西山の辺の踏切らしいですけれども、お母さんと車で通りがかったときに線路に人がおられたとい

うことで、それを助けてもらったということで、教育委員会のほうで表彰がありまして、この前来ても

らいましたけれど、なかなかがっちりとした人で、書いてあったように野球も一生懸命頑張っていたよ

うで非常に立派な中学生でした。 

○委員長 

 もしよければ、市報とかなんとかに多分載せていただくんじゃないかと思いますが、子どもたちの悪

い評判ばかりじゃなくて、こういうのもどんどんどんどん積極的に、たとえ１人であっても何かそうい

う雰囲気をつくっていただければと思いますが。 

 それから、今、校舎の改築工事とかなんとかあっておりますが、予算とかなんとかも考えておりませ

んが、太陽光発電システムというのは学校に、40年、50年という学校施設の耐用からすれば、そんなも

のの設置というのはどうかなと思ったりもしておりましたけど。 

○教育部長 

 ６月の議会だったですか、一般質問等も出ましたけれども、太陽光発電については導入をしようとい

うことで市長が申し上げています。改築をするところから逐次という形で計画をしておりますけれども、

今度は新年度、23年度につきましては武雄中学校にまず設置をして、考えておられるように全面的じゃ

ございませんで、部分的、10キロ当たりと、そのぐらいの発電量を得て、当然それは学校に使うわけで

すけど、しかし、学校で使う量からいけば微々たるものだと。ただ問題は、ＣＯ２の削減とか、それか

ら太陽光を含めた環境教育にも生かそうということで考えています。あとはずっと先ほど申し上げたよ

うに改築をするところに設置をしたいなということで考えていますけれども、ヒアリングの中でいろい

ろ厳しい条件も提示をされておりますので、そこら辺をクリアしながら努力したいというふうに思って

います。 

○委員長 

 ありがとうございました。 

 そしたら、ほかに何かありませんでしょうか。なかったら、Ａ委員さんどうぞ。 

○Ａ委員 

 一言お礼申し上げます。 

 先ほども行事の報告で出てまいりましたが、雄武町への児童交流派遣団の団長として雄武町ほか札幌

等に行かせていただいたわけでありますが、こども部、また教育委員会の皆さん方のその訪問について
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の事前の対応、大変ありがとうございました。おかげさまで全員けがとか病気になった者もなく元気に

武雄に帰ることができましたことをお礼申し上げます。特に担当されました未来課の職員の方々は事前

調査とか事前の打ち合わせ等で大変だったと思いますが、訪問も交流も大変スムーズにまいりまして、

子どもたちも北海道の大自然、それから北海道の環境の厳しさ、また雄武町での人々と交流した方々と

の人の温かさを直接肌で感じ取ることができたのではないかと思っております。大変子どもたちも楽し

い４泊５日であったと思いますし、私自身も大変子どもたちと一緒に４泊５日の北海道の行程を大変楽

しんでまいりました。職員の方によろしくお伝えください。ありがとうございました。 

○委員長 

 どうも御苦労さまでした。 

 では、閉会に入りますが、年末年始の鳥取、島根付近の大雪のことでテレビ放映があっておりました

けれども、またその裏側のことも報道があっておりまして、ああいうふうに車が道路に何百台ととまっ

たままにしているところに地域の人たちがいろんな差し入れをしている。中には年越しそばをつくって、

それぞれ車の運転手さんや家族が乗っている人たちに配っていたと。それからトイレはここですと、公

民館はここにあります、足を伸ばして休んでくださいというようにして呼びかけたりなんかしていらっ

しゃったということを報道で言っておりました。本当に、やっぱり住みよいまちというのはそういうふ

うな人々の心だろうし、人間づくりじゃないかなと思います。お礼をもらった老夫婦が、またそのお礼

に涙をして一生懸命喜んでいらっしゃったというその光景、その気持ちもとても熱くなるような思いで

ございました。教育委員会、また教育の仕事というのは本当に人づくりそのものだろうと思います。こ

とし１年間もそれぞれの課で閉校式とか終わりとかいうようになっておりますが、どうぞ１年間の反省

をして次年度へつなげていただければと思います。 

 では、これで２月の定例教育委員会を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

午後３時１分 閉会 

 

 


